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ニホンモモンガ の巣箱利用率から本種の環境嗜好性を評価した 丹沢山地に
個の巣箱を設置し樹上性哺乳類全般の利用状況を調べた 巣箱利用率の高まる 月から 月における巣箱
内の痕跡から 林相 水場の遠近および標高が本種の巣箱利用度に及ぼす影響を検討した 本種の巣箱痕跡
率は広葉樹 モミの天然林において スギ ヒノキ人工林で および天然林と人工林がパッチ状に
混在する林で であった 一般線形モデルによる解析を行ったところ 本種は天然林と人工林の混在す
る環境を好んで生息し 水場の遠近や標高による影響は見られなかった 他方 山地林に普遍的に生息する
樹上性ノネズミであるヒメネズミ はこれらの環境要素に対して嗜好性を示さなかった
ことから 上記の嗜好性がニホンモモンガの特徴であることが推察された
ニホンモモンガ 環境選択 巣箱 丹沢
して ニホンモモンガの環境選択性について巣箱利用頻度
を通じて検討した
ニホンモモンガ はリス科モモンガ
属に属する日本の固有種である 本種は多くの県別レッド
デ タブックにおいて希少な種として扱われており 例え
ば神奈川県 や滋賀県 では絶滅危惧種 山梨県 や富山 調査地は神奈川県の北西部に位置する丹沢山地の東丹沢
県 では準絶滅危惧種とされている しかしニホンモモン 約 と西丹沢 約 である 東丹沢では境沢
ガは夜行性の滑空生活者であることから研究が少なく 分 周辺 本谷川の支流である五町歩沢周辺および堂平一帯
布 個体数あるいは生活史などの保全対策を講じるための 北緯 度 分 秒 度 分 秒 東経 度
基礎的情報が不足している 本種は本来 樹洞営巣性であ 分 秒 度 分 秒 西丹沢は 大又沢周辺 法行
るが しばしば巣箱を利用することが知られている 安 沢周辺 地蔵平周辺 イデン沢周辺 富士見峠および大野
藤 は日本各地の巣箱調査結果から ニホンモモンガはモ 山県営育成牧場内の林 北緯 度 分 秒 度 分
ミ や落葉広葉樹の天然林で高い巣箱利用率を 秒 東経 度 分 秒 度 分 秒 で調査
示すと報告している を行った 東丹沢ではスギ造林地が多いが 地形が急峻な
しかし丹沢山地においては 人工林への依存度が高いと ために河畔林としての広葉樹林が入り混じっており 高標
する報告や 落葉広葉樹林とスギ 高地域にはブナ 林も広がっている この地
ヒノキ の人工林がモザイク状に混 ではニホンジカ による食害が深刻であり
ざり合った地域を好むという報告もある また近縁種で 下層植生が消失した場所も多い 西丹沢のスギ造林地は東
ある北海道のエゾモモンガ が平地の 丹沢のそれよりも規模が大きく ニホンジカによる食害は
防風林などにも普遍的に生息するのに対し 本種はそうし 東丹沢ほど深刻ではない
た環境からは報告されておらず 本種がどのような林相を これら地域の中に 地点あたり約 の巣箱調査地を計
好むか不明な点が多い 一方で 別属ではあるが北米のア 地点設定した 調査地点の標高は の範囲内
メリカモモンガ は巣穴のほとんどを小 にあり 林相は次の 類型に大別できる 樹高 程度
川 池 沼などから 以内の場所に持ち 水場近くを特 のモミ林や樹高 程度のブナやコナラ
に好む また樹上性哺乳類の巣箱利用率は標高の高い場 などの広葉樹林が混生する地域 以下天然林
所ほど一般に高い値を示す傾向がある このため本研究 樹高 程度スギ ヒノキ人工林が数十 程広が
では林相 水場までの距離 標高といった環境要因に着目 る地域 以下人工林 前 タイプの林が数 単位で
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丹沢山地の巣箱利用からみたニホンモモンガ
の環境嗜好
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鈴木 小川 天野 安藤
林相別の設置巣箱数と調査回数 全巣箱における哺乳類の宿泊率 と痕跡率
パッチ状に混生している地域 以下混交林 に 天然林割合はア クサイン変換して用いた
巣箱はヒメネズミ によっても頻繁
に利用される 本種は日本の山林に普遍的に生息する樹
上記の 地点に 年 月から 年 月にかけて 上性ノネズミであり 下草 上層木を問わず植生がある場
地点あたり 個の巣箱を計 個設置した 表 所を利用するとされる そこでヒメネズミについてもニ
巣箱の大きさは縦 横 高さ 入り口径 ホンモモンガの場合と同様の解析を行い 両種の生息状況
であるが ムササビ の生息を調べ を比較することでニホンモモンガの環境嗜好性をより鮮明
るため 地点だけは一辺 の正方形で入り口径 に把握しようと試みた
の大型巣箱を 個設置した 各地点における巣箱間の間
隔は最も近いもので約 高さ約 に方角を定めず設
置した 巣箱の見回りは 年 月から 年 月ま
で 季節を問わず ヵ月から数ヶ月に 回の頻度で行っ 調査期間を通じて延べ 個の巣箱を見回った結果
た 記録方法は安藤 に準拠し 巣箱内に個体がいた場合 宿泊を確認した哺乳類種はニホンモモンガ ムササビ ヒ
を宿泊 個体はいないが巣材などが残されていた場合を痕 メネズミおよびヤマネ の 種であり こ
跡として 宿泊率 宿泊個数 延べ巣箱数 および痕 れらの宿泊は延べ 個の巣箱で認められた ニホンモモン
跡率 痕跡個数 延べ巣箱数 を求めた ガの宿泊は延べ 個の巣箱で計 個体が確認され 巣材
は全てスギの樹皮を細かく裂いたものであった 一方 巣材
をはじめとする哺乳類による利用の痕跡は延べ 個の巣箱
環境選択の解析には各地点の調査条件が揃っていること で確認された 種ごとの宿泊率および痕跡率は表 のとお
が望ましいので 安藤 が高い巣箱利用率が得られるとす りであり 痕跡率は宿泊率よりも 倍程度高い値を示し
る 月から 月にかけて 日間の調査を行うことのでき た 調査地ではニホンモモンガはヒメネズミに劣らぬ宿泊
た 地点の結果だけを解析に用いた また 地点あたり 率と痕跡率を示した 夏から秋にかけてはヒメネズミの巣
の調査巣箱数を一定にするため 各地点から 個の巣箱 箱利用率が高まる傾向が見られた ヤマネはいずれの森林
をランダムに選抜して その結果だけを用いた タイプにも出現したが 巣箱利用率は上記 種に比べては
本調査ではニホンモモンガの生息に影響する環境要因とし るかに少なかった ムササビの宿泊も 個の巣箱で確認で
て 林相 水場までの距離 および標高を考慮した 林相 きたが 利用できる巣箱が 個と少なかった また ムサ
については エゾモモンガの行動圏が雄で約 雌で サビが宿泊していた巣箱から約 離れた巣箱には同日
程度であることを参考に 雌雄の行動圏が包含さ にニホンモモンガが宿泊しており 両種が同所的に生息し
れる程度の範囲として 地点あたり ていることが明らかとなった
を調査地とした そして 中に占める天然林と人工林 ニホンモモンガ ヒメネズミ ヤマネを合計した痕跡率
の面積割合を合計で となるように算出し 天然林の面 を丹沢山地内の位置 標高 水場からの距離別にみると
積割合 以下天然林割合 を解析に利用した しかしその 表 東丹沢は西丹沢よりも 中標高域は高標高域より
ままの値で解析を行うと実測値と予測値の差である残差に も 水場から近い場所は水場から遠い場所よりも高い値を
偏ったばらつきがみられたため 乗することによりその 示した 次にニホンモモンガについて全調査地 全期間を
偏りを抑えた 水場までの距離については 現地の目視調 通じた巣箱痕跡率をみると 表 広葉樹 モミの天然林
査による水の有無を確認し 地形図 国土地理院 において スギ ヒノキ人工林で および天然林
をもとに調査地点の中心から水のある沢までの距離を計測 と人工林がパッチ状に混在する混交林で であり 混
した また本調査では 水場までの距離が 未満を 交林における痕跡率が高かった
近 以上を遠とした 一方 標高についても同様に 巣箱は繁殖にも利用され ニホンモモンガについては巣
地形図から各地点中心の標高を測定し 未 立ち前の幼獣が宿泊する巣箱が 月に 例 無毛 閉眼の
満を中標高域 以上を高標高域とした 環境要因間 雌 頭 月に 例 有毛 閉眼の雄 雌 頭 および
の影響を除くため 各環境要因を独立変数 ニホンモモン 月に 例 有毛 閉眼の雌 頭 確認された すなわち
ガによる巣箱痕跡数を従属変数として一般線形モデルに 調査地のニホンモモンガは少なくとも早春と秋に出産して
よって解析を行った またデ タの正規性をはかるため いることが知られた また成獣大の雌 頭が 個の巣箱に
表 表
巣箱の設置および見回り
巣箱利用率
解析方法
結 果
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丹沢山地の巣箱利用からみたニホンモモンガ の環境嗜好
環境別に見た全哺乳類の巣箱宿泊率 と痕跡率
調査期間を通じた全巣箱のニホンモモンガによる
痕跡率
地点ごとの天然林割合とニホンモモンガ痕跡数の関係
地点ごとの天然林割合とヒメネズミ痕跡数の関係
水場からの距離と巣箱痕跡率の関係
水場からの距離が 未満 巣箱 個
水場からの距離が 以上 巣箱 個
標高の違いと巣箱痕跡率の関係
標高 未満 巣箱 個
標高 以上 巣箱 個
同宿している巣箱が 個確認された
ヒメネズミの宿泊は延べ 個の巣箱で確認された 巣
箱では巣立ち前の幼獣が 月に 例 無毛 閉眼 頭
月に 例 無毛 閉眼 頭および 頭 および 月に 例
無毛 閉眼 頭 確認された
ヤマネについては 月に 個の巣箱で成獣雌 頭と無
毛 閉眼の幼獣 頭が同宿していた
調査条件を揃えた 地点における 月から 月の巣箱
利用をみると ニホンモモンガ 図 とヒメネズミ 図
の痕跡はそれぞれ 個と 個の巣箱で確認された そし
て天然林割合と痕跡数の関係をみると ニホンモモンガに
ついては 天然林と人工林が混ざる環境において痕跡数が
多くなる傾向がみられた 分散分析
生息を確認した 地点と確認できなかった 地点における
天然林割合を見ると 確認した地点は平均
そうでない地点は平均 であった 水場から
の距離 図 については 生息を確認した地点が平均
そうでない地点が平均 で
あったが 両者に有意差は認められなかった 検定
標高 図 についても 生息を確認した地
点の平均 とそうでない地点の平均
との間には有意差はなかった 検定
他方 ヒメネズミの生息を確認した 地点と確認できな
かった 地点について 同様の検定を試みたところ 天然林
割合は前者が平均 後者が
水場からの距離は前者が平均 後者が
標高は前者が平均 後者
が であり 天然林割合 分散分析
水場との距離 検定
および標高 検定 のいずれの環境要素
にも影響されていなかった
表
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鈴木 小川 天野 安藤
環境要因同士の関係
環境要因に対するニホンモモンガおよびヒメネズミ
痕跡数の一般線形モデルによる解析結果
林が混ざり合う林を好んで選択していた また他地域のニ
ホンモモンガは という極めて高い宿泊率も示す こ
とや 今回の調査結果からモモンガ類は環境嗜好性の高い
種であるといえる これに対しヒメネズミはスギ ヒノキ
人工林から天然林まで多様な森林に幅広く生息し 林相の
変化による影響を受けにくかった このことがヒメネズミ
の普遍的な分布を可能にしているのだろう 一方 アメリ
カモモンガで知られる水場までの距離による影響 や一般
的に高標高域で巣箱利用率が高くなる という傾向は 本
研究では確認されなかった
北欧のタイリクモモンガ は 針葉樹と
落葉広葉樹の混交林を好んで生息する ニホンモモンガ
もモミや落葉広葉樹の天然林を好むとされる 本調査地
のニホンモモンガが好んだ天然林と人工林の混在地域は
いわば人為的につくられた針葉樹と落葉広葉樹の混じる環
境といえよう しかしこうした混交環境のどのような要因
がニホンモモンガにとって好適なのかは不明である タイ
リクモモンガの亜種であるエゾモモンガは単相林である平
地の防風林に多く生息するし 樹種多様性に欠けるエゾマ
天然林割合 水場との距離および標高という各環境要因 ツ の人工林においても という高
間の相関をみたところ 環境要因間に有意な関係はみられ い宿泊率が知られていることからみて 樹種数の多いこと
なかった 表 このため 天然林割合 水場の遠近 標 自体が高い嗜好性の主因とは思われない タイリクモモン
高の高低といった環境要因の変化に対する両種の痕跡数に ガの環境選択には 餌資源量が影響を及ぼすことが知られ
ついて一般線形モデルによる解析を行ったところ ニホン ている また ムササビでは滑空生活に適した立体的生
モモンガの生息に影響を及ぼすと考えられる環境要因は天 活空間をもたらす樹高や樹洞数の変化がその生活に影響す
然林割合であって 水場の遠近や標高の高低は生息に影響 るとされる さらに滑空生活に影響する樹木密度 テン
を及ぼさないことが示された 表 一方 ヒメネズミに をはじめとする捕食者 など 今後は個
ついては いずれの環境要因についても痕跡数との間に関 別の環境要素を検討する必要がある
係はみられなかった 表
森林性野生動物の保全には天然林が必要であり 人工林
は野生動物の生息場所として適さないとされてきた 例え
今回の調査結果で特徴的なのは ニホンモモンガの巣箱 ば樹洞性コウモリ類の保全においては 樹洞の豊富な巨木
利用率が場所によってヒメネズミの利用率に劣らぬ高い値 林が必要とされてきた しかし本研究の結果は ニホン
を示したことである ニホンモモンガは神奈川県において モモンガが好む森は必ずしも巨木林ではなく 一見すると
は絶滅危惧種の扱いを受け 比較的奥地に局所的にすみ 手入れの悪そうに見える混交林であった ニホンモモンガ
広い範囲に生息しているのではないかとされてきた が の保全にはコウモリ類の保全とは異なるアプロ チが必要
調査結果からみて実際には丹沢山地の中高標高域では広く だろう
分布する可能性が高い 日本産陸生哺乳類の 以上は何らかの形で樹洞の恩恵
今回の丹沢山地における巣箱利用率を他地域から報告さ を受けている 樹上性齧歯類や樹洞性コウモリ類におい
れている値と比較してみると 本調査地のニホンモモンガ て樹洞数は明らかに密度制限要因である 管理の行き届い
の宿泊率である は他地域の落葉樹林 天然針葉樹林 ていない人工林は 枝折れ跡などから樹洞が発達しやすい
スギ造林地における値である ブナ かもしれない 樹洞数と森林タイプの関係についてはさら
ミズナラ 林 シラカンバ なる調査が必要である またモモンガ類はしばしば枯死木
コメツガ 林の の樹洞に営巣する ので 枯死木を残した森林管理も必要
などと同程度の宿泊率であった また本調査地にお であろう
けるヒメネズミの宿泊率である という値も 上記の地 ニホンモモンガの好む天然林や人工林が入り混じる環境
域で報告される宿泊率である や とそれほど を丹沢山地において具体的にあげれば 渓畔林と人工林が
変わらない すなわち 本調査地のニホンモモンガやヒメネ 混交するような場所であろう 森林性野生動物の保全策と
ズミの生息密度は他地域と同程度であると考えられる して の回廊計画が各地で進められつつあるが これまで
本調査地のニホンモモンガは天然林割合の変化に最も影 の回廊は尾根筋をつなごうとするものであった しかし今
響を受け 落葉広葉樹やモミの天然林とスギ ヒノキ人工 後は尾根筋だけではなく渓畔林の回廊化も必要であると思
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UZUKI GAWA MANO NDO
: Habitat preference of the small Japanese ﬂying squirrel was studied by
using nest boxes in the Tanzawa Mountains from March to January . Investigation of a
total of , boxes revealed that the use ratio of the boxes by the animal was comparable to that of
the quite common small Japanese ﬁeld mouse in Japan. Sign ratios of
at those boxes were . at natural forests that were mixed with broad-leaved and ﬁr trees, and
at forests dominated by coniferous plantations. The highest sign ratio of . was recorded at forests
where natural forests and coniferous plantations are patchily mixed. General linear model indicated
that the forest types, rather than the distances from water places and the elevations of respective sites,
were the major factor inﬂuencing population density of On the other hand, distribution
of was not a ected by those factors. Based on the above results, authors proposed forest
management policies that were compatible with conservation of small arboreal mammals.
: Japanese ﬂying squirrel, habitat preference, nest box, Tanzawa Mountains,
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